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※
1【
討
論
】提
出
議
案
や
請
願
な
ど
に
つい
て
、賛
成・反
対
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
い
う
。

観
光
・
交
流
に
つ
い
て

問
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
下
田
地
域
交
流
拠

点
施
設
の
運
営
状
況
は
ど
う
か
。
ヒ
メ
サ

ユ
リ
の
小
径
、
下
田
地
域
交
流
拠
点
施
設
、

い
い
湯
ら
て
い
の
各
施
設
の
相
乗
効
果
は

あ
っ
た
の
か
。

答
オ
ー
プ
ン
以
来
１
カ
月
で
４
万
人
弱
。
売

り
上
げ
で
２
０
０
０
万
円
弱
と
な
っ
て
お

り
、
順
調
な
滑
り
出
し
と
見
て
い
る
。
か

な
り
の
勢
い
で
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

問
い
い
湯
ら
て
い
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

以
降
の
入
湯
税
は
ど
う
か
。

答
平
成
24
年
度
で
２
７
３
９
万
６
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

買
い
物
難
民
対
策
に
つ
い
て

助かってます、移動販売車

問
買
い
物
難
民
が
全
国
で
９
１
０
万
人
い
る

デ
ー
タ
も
あ
る
。
解
決
策
と
し
て
移
動
販

売
車
が
あ
る
。
人
口
減
少
地
域
で
は
採
算

が
取
れ
な
い
の
で
、
国
、
県
の
支
援
策
を

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
国
、
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
引
き
続
き
適
用
可
能
か
見
て
い
き

た
い
。
三
条
市
と
し
て
、
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
模
索
し
た
い
。

い
つ
受
け
取
り
が
可
能
か

問
共
通
番
号
制
度
関
連
法
が
参
議
院
本
会
議

で
成
立
し
た
。
こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

行
政
は
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
市
民
は

利
便
性
が
高
く
な
る
。
市
民
に
割
り
振
ら

れ
る
番
号
は
個
人
カ
ー
ド
と
し
て
い
つ
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
個

人
情
報
流
出
や
悪
用
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答
平
成
27
年
10
月
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
か
ら
個
人
番
号
が
割
り
振
ら

れ
、
市
が
通
知
カ
ー
ド
を
送
付
す
る
。
平

成
28
年
１
月
以
降
、
市
の
窓
口
で
申
請
に

基
づ
き
交
付
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
留
意
し
対

応
を
図
る
。

農
業
政
策
の
見
通
し
は
ど
う
か

問
こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。
制
度
変
更
に
よ
る
農
業

者
へ
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

農
業
活
性
化
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
制
度
変
更
に
よ
る
見
直
し
等
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
取
り
組
ん
で
い
る
第
２
次
農
業
活
性
化
プ

ラ
ン
の
狙
い
に
所
得
の
向
上
、
担
い
手
の

充
実
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
２
つ
の
方
向

と
矛
盾
す
る
政
策
は
考
え
に
く
い
の
で
、

農
業
活
性
化
プ
ラ
ン
の
身
近
な
具
体
の
中

身
に
つ
い
て
は
、
国
全
体
の
動
向
い
か
ん

を
問
わ
ず
確
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農業担い手育成塾

人
工
透
析
に
通
院
す
る
人
へ
の

助
成
に
つ
い
て

問
腎
不
全
に
よ
っ
て
人
工
透
析
治
療
を
受
け

て
い
る
患
者
会
の
要
望
に
よ
り
、
平
成
24

年
度
か
ら
自
家
用
車
で
の
通
院
に
ガ
ソ
リ

ン
代
の
助
成
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。
自
動

〜
議
員
と
行
政
の
Ｑ
＆
Ａ
〜

一
般
質
問

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

？市
政
の

問
い
ま
し
た
を

※
１

討
論

  

日
本
共
産
党
議
員
団

　

請
願
第
36
号
「
年
金
２
・
５
％
の
削
減
中
止
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

　

こ
の
請
願
は
、
今
年
10
月
か
ら
年
金
削
減
が
開
始
さ
れ
る
に
当

た
り
提
出
さ
れ
た
も
の
。
政
府
は
年
金
削
減
の
理
由
に
「
物
価
ス

ラ
イ
ド
特
例
水
準
の
解
消
」
と
言
い
、
今
ま
で
不
当
に
高
く
年
金

を
支
給
し
て
い
た
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
「
年
金
百
年
安
心
」

と
言
っ
て
、
２
０
０
４
年
以
降
、
所
得
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
の

上
乗
せ
部
分
の
廃
止
、
65
歳
以
上
の
老
年
者
控
除
廃
止
と
公
的
年

金
等
控
除
の
引
き
下
げ
、
定
率
減
税
廃
止
等
々
毎
年
こ
れ
で
も
か

と
増
税
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額
は
、
実
際

に
は
10
年
間
で
１
万
７
７
１
２
円
も
減
額
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

介
護
保
険
料
は
制
度
発
足
時
と
比
べ
１
・
６
倍
に
上
が
っ
て
い
る
。

社
会
保
険
料
の
引
き
上
げ
や
増
税
な
ど
で
、
生
活
に
充
て
る
年
金

額
は
大
き
く
目
減
り
し
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
積
立
金
の
市
場
運
用
で
９
兆
円
も
損
失
を
出

し
な
が
ら
責
任
を
取
ら
な
い
。

　

し
か
も
、
年
金
減
額
は
児
童
扶
養
手
当
、
障
が
い
者
や
被
爆
者

へ
の
手
当
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
「
血
も
涙

も
な
い
」
や
り
方
は
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、

本
請
願
に
は
賛
成
す
る
。

※委員会付託が省略された場合は、直ちに本会議で審査

委員会審査（委員会室） 本会議（議場） 

議 案 が 決 ま る ま で議 案 が 決 ま る ま で
本会議（議場） 

一般質問 総務文教 

市民福祉 
 

※審議の流れは総務文教と同じ

経済建設 
 

※審議の流れは総務文教と同じ

常任委員会

総務文教 市民福祉 経済建設 

　市の行う事務に関する調査や議案などを効率的、専門的に行うため、議会が設置するもので、三条市は３
つあり、議員はいずれかに所属しています。
　議案は、本会議で直ちに決めるものもありますが、市政の範囲が広く、内容も複雑なため議案や請願を常
任委員会に付託して、所管部局から詳しい説明を受け、質疑を行って委員会として結論を出し、本会議に報
告します。

総務部、教育委員会、消防本部ほか 市民部、福祉保健部 経済部、建設部、農業委員会

討 論一 般 質 問   




